
３．映像学部カリキュラム・ツリー

ゲーム・エンターテインメント（専門基礎科目）

ゲーム・エンターテインメント（専門科目）

外国語科目（必修外国語）

外国語専門科目★：コア科目

コア科目（専門基礎科目）

●必修科目　　◎履修指定科目

共通科目（専門基礎科目）

共通科目（専門科目） 社会映像（専門基礎科目）

社会映像（専門科目）

映像マネジメント（専門基礎科目）

映像マネジメント（専門科目）

映画芸術（専門基礎科目）

映画芸術（専門科目）

クリエイティブ・テクノロジー（専門基礎科目）

クリエイティブ・テクノロジー（専門科目）

◎映像文化演習Ⅱ

●卒業研究

学

　年

セ
メ
ス
タ
ー

開
講
期
間

教育目標 1：関心・意欲・態度 教育目標 2：知識・理解 教育目標 3：技能・表現 教育目標 4：思考・判断

4

8 秋

7 春

2

4 秋

3 春

3

6 秋

5 春

1

2 秋

1 春

教養科目

社会映像リテラシー プロジェクト
マネジメント概論

クリエイティブ
メディア機器

デジタルアーカイブ論

クリエイティブ
テクノロジー実習Ⅰ

コンテンツ産業論

クリエイティブ
メディア処理

ゲーム作品研究

バーチャルリアリティ

クリエイティブ
テクノロジー実習Ⅱ

映像論文献講読Ⅰ

映像論文献講読Ⅱ

映像作品研究

映像理論

映像学基礎

映像と心理

メディアアート

ヒューマン
インタフェース

クリエイティブ数学ゲームデザイン論

インタラクティブ
空間デザイン論

情報メディア産業論

コンテンツ
マーケティング論

ブランド
マネジメント論

グローバルクリエイティブ 
産業論

プロデュース実習

社会調査論Ⅰ

知的財産論

コンテンツ
ファイナンス論

映像マネジメント
文献講読Ⅰ

映像マネジメント
文献講読Ⅱ

地域文化コンテンツ
創造論

デジタルアーカイブと
その社会的活用

映像社会論 ドキュメンタリー
映像演習

映像デザイン演習

映像デザイン論

映像人類学

映像人類学実習

デジタル
アーカイブ実習

ドキュメンタリー
映像史

映像放送論Ⅰ

映像放送論Ⅱ

グローバル映像
社会論

★◎映像基礎演習Ⅰ

★◎映像基礎演習Ⅱ

★◎映像制作実習Ⅰ

★◎プログラミング
演習Ⅰ

★◎コンテンツ
マネジメント概論

◎映像学入門演習

◎クリエイティブ
リーダーシップセミナー 社会連携プログラム

学外映像研修

●Basic EnglishⅠ

●Basic EnglishⅡ

●Oral
CommunicationⅠ

●Oral
CommunicationⅡ

●DiscussionⅠ

●DiscussionⅡ

●Media
EnglishⅡ

●Media
EnglishⅠ

社会調査論Ⅱ

ゲーム制作実習Ⅰ

ゲーム制作実習Ⅱ

ソーシャル
 エンターテインメント実習

ゲーム制作実習Ⅲエンターテインメント
のためのデータ科学

シナリオ基礎 デッサン基礎演習遊戯史概論

CG実習Ⅰ

広告映像実習

CG概論

映画研究

映像制作実習Ⅱ

映像演出実習

映像編集実習

映像音響実習

CG実習Ⅱ

CG実習Ⅲ

映画上映実習

色彩学

ゲームシナリオ
創作論

日本映画史

外国映画史

アニメーション
映画史

映像制作実習Ⅲ物語理論

プログラミング
演習Ⅱ

Reading SkillsⅠ

Reading SkillsⅡ

Oral
InterpretationⅠ

Oral
InterpretationⅡ

Subtitle
TranslationⅠ

Subtitle
TranslationⅡ

映像撮影照明実習

特殊講義

①映像を有益な社会的資源として利活用することを見据えて、時代や社会環境
の変化に対して考察し、自らの見解を構成することができる。

①主題を他者に伝えるために適切な表現方法と媒体を選択し表現することができる。
②デジタル映像技術情報ネットワーク技術を活用することができる。
③日本語だけでなく外国語を運用して情報を収集することができ、他者と意見を交換することができる。

①映像文化の歴史に通じ、映像に関する芸術的、経済的、工学的な視点を備えた基本的知識を持つこ
とができる。
②映像の制作から活用に至る専門的知識を身につけることができる。
③映像に関わる社会的諸課題について理解することができる。

①さまざまな価値観や文化に対する関心のもと、主体的に
映像の受容や生成に関わる意欲をもつことができる。

②倫理観と責任感を持ちながら、他者と協力して課題を解
決しようとする態度を持つことができる。

◎映像文化演習Ⅰ

11

映像学部の教学理念と人材育成目的


